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シンガポール航空 
堅調な月次データから 2016/3 期 3Q の業績拡大に期

待したい 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
シンガポール | 輸送 | 業績プレビュー  

BLOOMBERG SIA:SP | REUTERS SIAL.SI 

 2016/3 期 2Q（2015/7-9）は売上高が前年同期比 1.5％減の 38.4 億

SGD、純利益は同約 2.3 倍の 2.1 億 SGD となった。 
 親会社のシンガポール航空（SIA）の営業利益は前年同期比 29.0％減

となったが、SIA エンジニアリングや格安航空会社（LCC）のシルク

エアーは大幅増益となった。 
 2016/3 通期の市場予想は上高が前期比 0.6％減の 154.8 億 SGD、純利

益は同 89.1％増の 7.0 億 SGD である。 
 

What is the news? 

2016/3 期 2Q は売上高が前年同期比 1.5％減の 38.4 億 SGD、営業利益が

同 2.4％減の 1.3 億 SGD、純利益は同約 2.3 倍の 2.1 億 SGD となった。前

年同期に LCC のタイガー航空の子会社化で損失を計上していたため、今

期は大幅増益となった。原油安による燃料価格の押し下げ効果を享受し

ているが、値下げ競争が激化し本業は厳しく減収となった。親会社の SIA

の旅客単価は前年同期比 4.6％下落。 

グループ企業別の営業利益をみると、SIA は同 29.0％減益となったもの

の、SIA エンジニアリングは同 68.8％増益、LCC のシルクエアーは同 7 倍

と大幅増益となった一方、SIA カーゴ及び LCC のスクートは赤字幅を前年

同期から大幅に縮小した。 

同社グループの 2015/12 の月次データでは、旅客数が前年同期比 3.5％

増、旅客キロ数が同 2.1％増、座席利用率は同 0.3 ポイント上昇するなど

コア指標が堅調に伸びており、2016/3 期 3Q（2015/10-12）の業績拡大に

期待できる状況にある。 
 

How do we view this?  

 同社の 2016/3 期 2H（2015/10-2016/3）の見通しは、貨物及び旅客の伸

びを慎重にみている。2015/10-11 の旅客予約状況は販促もあって良好で

ある。燃油価格は想定レンジ内で推移しており、数量ベースで 50.7％を

グループ全体でヘッジしており、平均価格は 93USD/バレルである。ドル

の上昇によるコスト上昇は懸念材料であるが、コストや航空機活用につ

いてのコントロールなどにより対応していく。強固なバランスシートを

背景に競争力を高め、戦略的に航空業界での主導権を握っていく意向で

ある。2016/3 通期の市場予想は売上高が前期比 0.6％減の 154.8 億 SGD、

純利益は同 89.1％増の 7.0 億 SGD である。 
 

 

 業績推移

事業年度 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3F 2017/3F

売上高（百万SGD） 15,098 15,244 15,566 15,475 15,746

純利益（百万SGD） 379 360 368 696 911

EPS（SGD） 0.28 0.25 0.26 0.60 0.80

PER（倍） 39.00 43.68 42.00 18.20 13.65

BPS（SGD） 11.14 11.26 10.66 10.95 11.43

PBR（倍） 0.98 0.97 1.02 1.00 0.96

配当（SGD） 0.23 0.21 0.22 0.35 0.45

配当利回り（%） 0.02 0.02 0.02 0.03 0.04

※参考レート  1SGD=82.85円

（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.35         （予想はBloomgerg）

終値（SGD） 10.92

会社概要

ベータ値 0.73

時価総額（百万SGD） 12,705

企業価値=EV（百万SGD） 9,538

3ヵ月平均売買代金 14.23

主要株主（2016/1） （%）

1.Temasek Holdings  (Pte) Ltd 56.50

2.BlackRock 1.24

3.Dimens ional  Fund Advisors  LP 0.81
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　　　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

アジアのリーディング航空会社として、航空輸送をはじ

め、エンジニアリング、空港運営、パイロットのトレーニン

グ、チャーター、ツアー販売に従事しており、アジア・欧

州・米国・南西太平洋・アフリカ地域に運航している。

企業データ（2016/1/27）
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百万株SGD （※）ST指数は相対指数
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